
平成２３年度 西柘植小学校マニフェスト
学校長 曽 我 隆 清

教育目標 生命と人権の尊重を基盤に、豊かな心と健やかな身体をも
ち、主体的に学習し、たくましく生きる子どもを育成する

具体的方策
生きる力

人権教育 キャリア教育 学力の向上 開かれた学校 安心・安全
○人権に関する ○基本的な生活 ○研究授業 ○家庭・地域へ ○登下校指導

公開・研究授 習慣の育成 ・わかる授業 の情報発信 ・交通事故の防
業 ・挨拶の励行 ・ ・学校便り・学 止コミュニケー

・自尊感情 ・清掃活動の充 級便り・ホー ・不審者被害のション力育成
・なかま作り 実 全員授業研究 ムページ充実 防止
・あらゆる差別 ○出会いや体験 回覧板の活用 ○児童の実態把

をなくす実践 活動 ○スキル学習を メール配信 握
力 ・身近な労働や 盛り込んだ基 ○地域教材・地 ・児童の内面理

○人権地区別懇 職業への理解 礎学習 域人材の有効 解
談会 ・自分の生活を ・基礎学力の充 活用 ○生徒指導委員

・地域や保護者 高め将来を思 実 ○学校行事の地 会
への啓発 いえがく ・個に応じた指 域への開放 ・児童の実態交

○出会い学習や ○職場体験学習 導の充実 ○自由参観 流
体験活動 ・未来を切り拓 ○学校・地域・ ・迅速かつ慎重

く子どもの育 ○朝の読書 家庭の連携 な対応
成

目指す教師像 専門職としての自覚をもって、自ら研修に励み、
子どもとともに歩む教師

目標とする数値等

1 人権・同和教育の充実
自分の思っている（困っている）ことや考えていることを友だちや先生に話せる学級づく
り(児童の肯定率８０％以上)を目指します。
１日３回「ありがとう」と言ってもらえる行動を実践できる子どもを８０%にします。

2 キャリア教育の充実
自分から進んで元気な挨拶する 「トイレのサンダルをそろえる」は、教職員の率先実「 」
行と児童の定着率９０％以上を目指し、家でも実践できるようにします。

3 学力の向上
「授業はよくわかり、たのしい」と答える児童の肯定率、９５％を目指します。

各学年、CRT学力検査の、前年度2～4ポイントアップを目指し、復習やスキル学習に
力を入れます。
家庭学習の定着率100パーセントを目指します。

４ 開かれた学校づくり
「子どもの活動や思いにコメントを加え、子ども達や保護者との関係づくりを進める学校

だより・学級通信を、週１回以上発行します。

５ 安心・安全な学校づくり
「子どもの内面をさぐり実態を交換し合う教職員集団の連携強化（取り組んでいることの

公開と検討）月１回以上」を目指します。
交通事故・不審者被害ゼロの取り組みを継続します。


